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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 7,596 22.9 △1,199 ― △671 ― △765 ―

23年3月期第1四半期 6,180 △8.8 △1,692 ― △1,273 ― △1,613 ―

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 △423百万円 （―％） 23年3月期第1四半期 △1,589百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 △13.13 ―

23年3月期第1四半期 △27.68 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 41,148 14,546 34.9
23年3月期 40,305 15,203 37.2

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  14,353百万円 23年3月期  15,010百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00

24年3月期 ―

24年3月期（予想） 0.00 ― 4.00 4.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 19,500 7.1 △550 ― 100 ― △100 ― △1.72

通期 44,000 3.8 800 32.6 3,100 12.2 2,300 54.5 39.46



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料 Ｐ．３ 「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 58,478,218 株 23年3月期 58,478,218 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 197,742 株 23年3月期 197,742 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 58,280,476 株 23年3月期1Q 58,287,580 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、３月11日に発生した東日本大震災の影響による電力供給の

制限や企業生産活動の停滞等により、不透明感を増しております。スポーツアパレル業界におきましても、震災の

影響による消費自粛や消費マインドの冷え込みから、厳しい市場環境が続いております。 

このような経営環境の中、当社グループ（当社、連結子会社および持分法適用会社）は当連結会計年度を第２年

度とする中期経営計画に基づき、その遂行に取組んでおります。 

当第１四半期連結累計期間においては、販売ロスが大幅に減少したことおよび直営店舗を含む自主管理店舗の販

売状況が震災による影響を一早く脱して堅調に推移したこと等もあり、前年同期比で売上高は増収となり、営業損

失、経常損失、当期純損失はともに減少いたしました。 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高 百万円（前年同期比 ％増）、営業損失

百万円（前年同期は 百万円の損失）、経常損失 百万円（前年同期は 百万円の損失）、四半期純

損失 百万円（前年同期は 百万円の損失）となりました。 

なお、当社グループの売上高は取扱商品の特性上、上半期と下半期の業績に季節的変動があるため、連結会計年

度の上半期と下半期の売上高との間に著しい相違があります。 

  

報告セグメントの概況は、次のとおりであります。 

（アウトドアスタイル事業） 

「ザ・ノース・フェイス」ブランドについては、通年型アウターやウイメンズ商品が好調に推移しており、店頭

状況は直営店の新規出店および既存店の改装効果もあり、好調に推移しております。「ヘリー・ハンセン」ブラン

ドについては、今春夏シーズンからアウトドアラインの本格展開を開始し順調な滑り出しとなっております。結

果、売上高は前年同期比 ％増の 百万円となりました。 

（アスレチックスタイル事業） 

「チャンピオン」ブランドについては、直営店舗およびショップインショップなどのコーナー展開を積極的に推

進しており、卸事業においても、流通の絞込みおよび取引条件の見直しを行い販売ロスが大幅に減少しておりま

す。「エレッセ」ブランドについては、ＵＶ関連商品の販売が堅調に推移しております。「スピード」ブランドに

ついては、東日本大震災以降競技系水着は苦戦しておりますが、フィットネス系水着は堅調に推移しております。

結果、売上高は前年同期比 ％増の 百万円となりました。 

（アクティブスタイル事業） 

自転車、バイクウエア、モーターサイクルウエアなどの通年型商品群が堅調に推移しております。結果、売上高

は前年同期比 ％増の 百万円となりました。 

（その他事業） 

厚生労働省が定める「一般医療機器」の基準をクリアーしたコンプレッションアンダーウエアを主軸とする「Ｃ

３ｆｉｔ（シースリーフィット）」や独立行政法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）、株式会社J-Spaceとコラボレ

ーションした、加齢臭と汗のニオイを大幅に減少させる素材『マキシフレッシュプラス』を採用した「ＭＸＰ（エ

ムエックスピー）」のアンダーウエア等、前期販売開始した新規商材が今期に入っても引続き堅調に推移しており

ます。結果、売上高は前年同期比 ％増の 百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 百万円増加

しました。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べて 百万円増加し、 百万円となりました。主な要因は、借入金

の増加 百万円であります。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて 百万円減少し、 百万円となりました。その結果、自己資本

比率は ％となっております。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

7,596 22.9

1,199 1,692 671 1,273

765 1,613

35.6 3,481

20.7 2,704

6.1 384

1.6 1,026

41,148 842

1,499 26,601

1,768

657 14,546

34.9



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年３月期の第２四半期累計期間の業績予想につきましては、売上高は販売ロスの減少および自主管理売り

場の販売が堅調に推移しており、売上高の増加に伴い営業利益、経常利益、四半期純利益についても連結・個別と

も前回発表予想から改善が見込まれる状況となったことから修正をするものであります。詳細につきましては、本

日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

通期の見通しにつきましては、消費マインドに改善の動きがみられるものの、事業環境の先行きは不透明かつ厳

しい状況が続く想定のもと、通期業績予想につきましては現時点では平成23年５月16日公表の業績予想を据え置く

こととします。今後の業績推移に応じて、予想数値と重要な乖離が見込まれる場合には、速やかに開示を行う方針

であります。 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）  

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。 

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,913 8,736

受取手形及び売掛金 9,349 7,588

商品及び製品 6,908 6,761

仕掛品 64 121

原材料及び貯蔵品 831 857

その他 1,496 1,386

貸倒引当金 △10 △8

流動資産合計 24,553 25,445

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,869 1,856

土地 1,021 1,021

その他（純額） 746 823

有形固定資産合計 3,637 3,701

無形固定資産   

商標権 405 321

その他 657 648

無形固定資産合計 1,062 970

投資その他の資産   

投資有価証券 6,994 7,010

差入保証金 2,940 2,905

その他 1,413 1,413

貸倒引当金 △297 △297

投資その他の資産合計 11,052 11,031

固定資産合計 15,752 15,703

資産合計 40,305 41,148



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 10,339 10,096

短期借入金 403 2,650

1年内償還予定の社債 32 32

1年内返済予定の長期借入金 2,586 2,412

未払法人税等 138 60

賞与引当金 675 1,125

返品調整引当金 255 101

その他 2,317 1,996

流動負債合計 16,748 18,475

固定負債   

社債 68 68

長期借入金 4,795 4,491

退職給付引当金 1,966 2,016

その他 1,524 1,550

固定負債合計 8,354 8,126

負債合計 25,102 26,601

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,329 10,329

資本剰余金 8 8

利益剰余金 6,942 5,944

自己株式 △44 △44

株主資本合計 17,236 16,237

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 28 △5

繰延ヘッジ損益 △11 △11

為替換算調整勘定 △2,242 △1,866

その他の包括利益累計額合計 △2,226 △1,884

新株予約権 178 178

少数株主持分 14 13

純資産合計 15,203 14,546

負債純資産合計 40,305 41,148



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 6,180 7,596

売上原価 3,881 4,613

売上総利益 2,298 2,982

返品調整引当金戻入額 183 154

差引売上総利益 2,482 3,136

販売費及び一般管理費 4,174 4,336

営業損失（△） △1,692 △1,199

営業外収益   

受取利息 5 6

受取配当金 26 29

持分法による投資利益 482 578

その他 25 26

営業外収益合計 540 640

営業外費用   

支払利息 69 62

その他 52 49

営業外費用合計 121 112

経常損失（△） △1,273 △671

特別利益   

貸倒引当金戻入額 59 －

特別利益合計 59 －

特別損失   

固定資産処分損 0 0

特別退職金 8 9

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 278 －

その他 71 10

特別損失合計 358 19

税金等調整前四半期純損失（△） △1,572 △691

法人税、住民税及び事業税 25 70

法人税等調整額 15 3

法人税等合計 41 74

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,613 △765

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0 △0

四半期純損失（△） △1,613 △765



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,613 △765

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △190 △33

繰延ヘッジ損益 △0 0

為替換算調整勘定 4 28

持分法適用会社に対する持分相当額 210 348

その他の包括利益合計 23 342

四半期包括利益 △1,589 △423

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,590 △423

少数株主に係る四半期包括利益 0 0



該当事項はありません。 

  

（セグメント情報） 

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日  至平成22年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ハイテック事業およびコン

プレッションアンダー事業等を含んでおります。 

２．セグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用 百万円および持

分法による投資利益 百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない販売

費及び一般管理費であります。 

３．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。 

  

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日  至平成23年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ハイテック事業およびコン

プレッションアンダー事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用 百万円

および持分法による投資利益 百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない販売費及び一般管理費であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  （単位：百万円）

  

報告セグメント

その他 
（注）１ 

調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

アウトドア
スタイル事

業 

アスレチ
ックスタ
イル事業 

アクティブ
スタイル事

業 
計

売上高               

外部顧客への売上高  2,566  2,240  362  5,169  1,010  －  6,180

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  －  59  △59  －

計  2,566  2,240  362  5,169  1,069  △59  6,180

セグメント損失（△）  △390  △632  △180  △1,203  △19  △49  △1,273

△532

482

  （単位：百万円）

  

報告セグメント

その他 
（注）１ 

調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

アウトドア
スタイル事

業 

アスレチ
ックスタ
イル事業 

アクティブ
スタイル事

業 
計

売上高               

外部顧客への売上高  3,481  2,704  384  6,569  1,026  －  7,596

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 2  3  0  5  68  △73  －

計  3,483  2,707  384  6,575  1,094  △73  7,596

セグメント利益又は損

失（△） 
 △7  △447  △174  △629  △43  1  △671

△659

578

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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